
安保関連法案のポイント安保関連法案のポイント
歴代政権が憲法９条に基づき認められな
いとしてきた集団的自衛権の行使を解禁
自衛隊法や武力攻撃事態法など10の改正
案を一括した「平和安全法制整備法案」と、
国際紛争に対処する他国軍の後方支援を
随時可能とする新法「国際平和支援法案」
の２本で構成
周辺事態法改正で自衛隊活動の地理的制
約を撤廃。米軍以外の他国軍も支援

号外はインターネットの福島民報ホームページ（ ）でもご覧になれます。

あ
す
に
も
本
会
議
可
決

参
院
へ

衆院特別委

衆院平和安全法制特別委で安全保障関連法案の採決に抗議する野党議員。中央は浜田委員長＝15日午後０時23分

集
団
的
自
衛
権
行
使
の
解

禁
を
柱
と
す
る
安
全
保
障
関

連
法
案
は
十
五
日
午
後
、
衆

院
平
和
安
全
法
制
特
別
委
員

会
で
自
民
、
公
明
両
党
の
賛

成
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。
審

議
継
続
を
強
く
求
め
た
民
主

党
な
ど
野
党
は
採
決
阻
止
を

試
み
て
抵
抗
し
、
与
党
が
単

独
で
強
行
し
た
。
安
倍
晋
三

首
相
は
採
決
に
先
立
つ
締
め

く
く
り
質
疑
で
「
国
民
に
十

分
な
理
解
を
得
ら
れ
て
い
な

い
」
と
認
め
「
理
解
が
進
む

よ
う
努
力
を
重
ね
て
い
き
た

い
」
と
強
調
し
た
。
与
党
は

十
六
日
に
も
衆
院
本
会
議
で

可
決
・
衆
院
通
過
さ
せ
、
参

院
審
議
を
経
て
今
国
会
中
に

成
立
さ
せ
る
構
え
だ
。

野
党
議
員
が
採
決
反
対
を

訴
え
る
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲

げ
、怒
号
が
飛
び
交
う
中
で
、

与
党
は
採
決
に
踏
み
切
っ

た
。
国
会
前
で
は
、
十
五
日

朝
か
ら
市
民
ら
数
百
人
が
反

対
の
声
を
上
げ
た
。

首
相
は
「
批
判
に
耳
を
傾

け
つ
つ
、
確
固
た
る
信
念
が

あ
れ
ば
し
っ
か
り
政
策
を
前

に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
述
べ
、
法
案
成
立
へ

の
決
意
を
表
明
し
た
。
憲
法

違
反
と
の
批
判
が
強
い
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
を
「
合
憲

だ
と
絶
対
的
な
確
信
を
持
っ

て
い
る
」
と
訴
え
た
。

民
主
党
の
長
妻
昭
代
表
代

行
は
質
疑
で
「
強
行
採
決
は

到
底
認
め
ら
れ
な
い
」
と
反

発
し
た
。

維
新
の
党
が
提
出
し
た
対

案
も
採
決
さ
れ
、
与
党
の
反

対
多
数
で
否
決
さ
れ
た
。

民
主
党
は
十
五
日
朝
、
国

会
内
で
幹
部
会
合
を
開
き
、

野
党
で
歩
調
を
合
わ
せ
て
質

疑
に
出
席
し
、
採
決
先
送
り

を
求
め
る
と
決
め
た
。
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